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魚土人

紀
州
名
手
市
場
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
系
譜
と
螢
域

Ｉ
華
岡
青
洲
の
妻
加
恵
に
関
連
し
て
Ｉ

〔
要
旨
〕
華
岡
青
洲
の
妻
加
恵
の
系
譜
に
関
し
て
何
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
加
恵
は
現
在
の
那
賀
町
、
名
手
市

場
の
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
出
で
あ
る
。
こ
の
家
族
の
薗
系
の
子
孫
は
行
方
不
明
で
あ
り
、
菩
提
寺
で
あ
る
安
養
寺
も
火

災
で
焼
け
た
た
め
過
去
帷
も
失
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
名
手
市
場
の
俗
に
城
山
に
あ
る
妹
背
家
の
笙
域
を
実
地
に
調
査

し
た
。
妹
背
家
の
墓
地
は
三
ケ
所
で
あ
る
が
、
佐
次
兵
衛
家
の
墓
地
は
城
山
の
束
側
に
あ
り
、
十
七
の
墓
碑
と
一
墓
の

石
灯
寵
が
存
す
る
。
碑
文
の
大
半
は
風
打
雨
蝕
の
た
め
解
読
が
困
難
で
あ
る
。
最
古
の
墓
は
「
明
白
重
翁
居
士
」
で
一

七
○
六
年
八
月
九
日
に
死
亡
し
た
初
代
の
佐
次
兵
衛
と
目
さ
れ
る
。
一
七
三
○
年
一
月
九
日
に
捜
し
た
「
利
重
」
を
名

乗
る
人
物
が
二
代
の
妹
背
佐
次
兵
衛
と
思
わ
れ
る
。
妹
背
家
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
加
恵
は
三
代
佐
次
兵
衛
の
娘
で

あ
る
と
い
う
が
、
今
回
の
墓
碑
の
調
査
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
妹
背
佐
次
兵
衛
、
華
岡
青
洲
、
加
恵
、
妹
背
家

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
二
号
平
成
十
一
年
五
月
二
十
四
日
受
付

平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
二
年
十
月
十
六
日
受
理

松
木
明
知
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青
洲
の
業
績
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
背
景
に
家
族
の
存
在
が
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
青
洲
が
若
年
時
京
都
で
修
行

中
の
学
資
の
一
部
は
妹
の
お
勝
や
小
陸
が
機
を
織
っ
て
得
ら
れ
た
と
さ
れ
る
し
、
ま
た
胄
洲
の
業
績
中
最
大
と
い
わ
れ
る
麻
沸
散
の
開
発
に

際
し
て
も
、
胄
洲
の
母
於
継
と
妻
加
恵
の
献
身
的
貢
献
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）

従
来
の
系
譜
的
研
究
に
お
い
て
は
、
対
象
は
華
岡
家
側
に
偏
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
例
え
ば
呉
秀
三
は

『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
」
の
中
で
、
青
洲
側
の
系
譜
に
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
が
、
三
代
随
賢
の
胄
洲
の
妻
加
恵
に
つ
い
て
は
、
「
先
生

ノ
妻
君
妹
背
氏
（
宝
暦
十
年
ｌ
文
政
三
年
）
ハ
紀
州
上
那
賀
郡
名
手
市
場
村
豪
士
妹
背
佐
次
兵
衛
ノ
女
ニ
シ
テ
名
ハ
加
恵
ト
云
上
・
先
生
卜
同
年

令
ニ
シ
テ
。
宝
暦
十
年
二
生
し
、
先
生
二
嫁
セ
シ
時
代
ハ
明
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
第
一
子
ノ
生
レ
シ
ハ
寛
政
元
年
ナ
レ
バ
、
天
明
七
八
年
ノ
頃

（
７
）

（
時
一
三
十
八
九
歳
）
先
生
ガ
京
都
ョ
リ
帰
郷
セ
ラ
レ
シ
年
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
し
か
記
し
て
い
な
い
。
森
慶
三
ら
の
編
に
な
る
『
医
聖
華
岡
青
洲
』

に
お
い
て
も
、
加
恵
に
つ
い
て
は
「
加
恵
は
当
時
に
お
け
る
名
手
荘
、
否
紀
の
川
沿
線
第
一
の
名
豪
妹
背
佐
次
兵
衛
の
女
と
し
て
胄
洲
よ
り

も
二
年
遅
く
宝
暦
十
二
年
に
出
生
し
、
厳
し
い
儒
教
的
、
武
家
的
訓
育
を
受
け
て
成
長
し
…
後
略
．
：
」
な
ど
と
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）

さ
ら
に
そ
の
後
南
圭
三
ら
が
編
墓
さ
れ
た
『
華
岡
胄
洲
」
に
お
い
て
も
、
加
恵
に
つ
い
て
は
「
…
前
略
…
加
恵
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
、

紀
伊
国
上
那
賀
郡
名
手
荘
市
場
村
（
現
和
歌
山
県
那
賀
郡
那
賀
町
大
字
名
手
市
場
）
に
生
ま
れ
た
。
父
は
名
手
荘
の
豪
士
妹
背
佐
次
兵
衛
で
あ
る
」

（
９
）
（
６
）

と
記
さ
れ
、
最
近
の
上
山
英
明
の
著
も
同
様
で
、
呉
秀
三
ら
の
著
書
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
の
記
載
に
よ
っ
て
は
、

加
恵
が
妹
背
佐
次
兵
衛
の
娘
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
妹
背
家
の
系
譜
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
加
恵
の
父
の
佐
次
兵
衛
は
妹

る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
』

日
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

（
１
）
（
２
，
Ｊ
、
４
）

著
者
は
二
十
数
年
来
華
岡
青
洲
に
関
し
て
、
麻
酔
科
学
、
麻
酔
科
学
史
の
立
場
か
ら
「
麻
沸
散
」
の
実
験
的
研
究
や
青
洲
の
手
術
に
関
す

（
戸
印
）

研
究
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
系
譜
的
研
究
と
し
て
従
来
不
詳
と
さ
れ
た
胄
洲
の
同
胞
の
一
人
、
子
女
の
一
人
の
俗
名
、
法
名
、
残
年
月

は
じ
め
に
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背
家
の
何
代
目
で
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
一
切
不
詳
で
あ
る
。

加
恵
の
出
た
妹
背
家
の
あ
っ
た
名
手
市
場
は
青
洲
の
生
地
平
山
か

ら
わ
ず
か
約
七
○
○
メ
ー
ト
ル
位
し
か
離
れ
て
い
な
い
に
も
拘
わ

ら
ず
、
妹
背
家
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
全
く
調
査
の
手
が
加
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。

筆
者
は
、
従
来
殆
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
青
洲
の
妻
加
恵

の
系
譜
に
つ
い
て
実
地
に
調
査
し
、
些
か
の
新
知
見
を
得
た
の
で

以
下
に
報
告
す
る
。

一
、
妹
背
家
の
系
譜

（
川
）

妹
背
家
は
、
名
手
市
場
に
居
を
構
え
て
い
た
。
享
保
十
四
年
（
一

七
二
九
）
に
妹
背
家
の
当
主
四
郎
五
郎
が
藩
に
提
出
し
た
系
図
は

第
１
図
に
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
紀
伊
国
八
庄
司
の
一
人
妹

背
庄
司
（
名
手
兵
大
夫
と
も
称
す
）
の
弟
の
名
手
新
蔵
人
が
妹
背
家

の
先
祖
で
あ
る
。
以
来
代
々
庄
屋
を
勤
め
た
。
名
手
新
蔵
人
の
四

世
の
子
孫
左
次
兵
衛
は
長
男
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
家
督
を
嗣

が
ず
に
別
に
一
家
を
構
え
、
三
男
の
四
郎
五
郎
が
妹
背
家
を
相
続

し
た
。
そ
の
居
宅
が
現
在
、
那
賀
町
名
手
市
場
に
あ
る
重
要
文
化

財
の
旧
名
手
本
陣
の
妹
背
家
住
宅
（
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
指

」
蔭
童
襄
”
量
壁
ｌ

‐
妹
背
庄
鋤
－
１
庄
左
エ
門
一一

’
重
一
》
郎

一
ｌ
惣
左
エ
門

ｌ
名
手
新
蔵
人
１
妹
背
孫
左
ェ
門
…
．
：
一

I
戸
ＩI ！ ’

女 五 左左里

郎
五
郎
（
正
重
）
：
，
四
郎

（
本
家
相
続
）

郎
太
夫

五
兵
衛
。
。
。
。
．

次
兵
衛
（
新
宅
）
・
・
・
：

’

1

I

女 孫
三

郎
五
郎
（
正
砂
）
１
以
下
略

第1図妹背家系図
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（
川
）

妹
背
家
の
本
家
を
嗣
い
だ
四
郎
五
郎
の
子
孫
の
方
は
現
存
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
史
料
は
前
述
し
た
『
那
家
町
史
料
』
の

中
に
妹
背
家
文
書
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
代
々
な
ど
詳
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
分
家
し
た
妹
背
家
佐
次
兵
衛

の
直
系
の
御
子
孫
の
方
が
現
在
ど
こ
に
居
住
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
佐
次
兵
衛
家
に
関
す
る
史
料
は
現
在
全
く

入
手
不
可
能
で
あ
る
。
名
手
本
陣
の
後
手
に
位
置
す
る
安
養
寺
は
佐
次
兵
衛
家
も
含
め
た
妹
背
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
が
、
火
災
に
よ
っ
て

過
去
帳
等
が
一
切
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
佐
次
兵
衛
家
の
系
譜
の
調
査
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

定
）
で
あ
る
。
な
お
本
陣
は
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
○
）
に
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
一
家
を
構
え
た
佐
次
兵
衛
の
家
は
現
在
の

本
陣
に
向
か
っ
て
右
隣
り
に
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
他
人
の
手
に
移
り
、
建
物
も
当
時
の
も
の
で
は
な
い
。
な
お
史
料
中
「
佐
」
と
「
左
」

の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

那
賀
町
名
手
市
場
に
は
、
現
在
佐
次
兵
衛
家
、
佐
五
兵
衛
家
、
四
郎
五
郎
家
の
三
つ
の
螢
域
が
あ
る
。
俗
に
城
山
と
呼
ば
れ
る
丘
は
県
道

の
一
二
七
号
線
で
分
断
さ
れ
た
が
、
平
山
か
ら
名
手
市
場
に
向
か
っ
て
右
手
の
西
側
に
本
家
の
四
郎
五
郎
家
の
螢
域
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
約

四
十
墓
の
墓
碑
が
二
ヶ
所
に
分
か
れ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
。
本
家
の
妹
背
家
で
は
安
養
寺
境
内
に
新
た
に
一
墓
を
建
立
し
て
い
る
。
丘
を
下

っ
て
本
陣
の
妹
背
家
に
近
く
佐
五
兵
衛
家
の
墓
碑
が
あ
る
が
、
現
在
の
当
主
は
血
続
的
に
も
関
係
の
な
い
方
で
あ
る
と
い
う
。

さ
て
佐
次
兵
衛
家
の
墓
域
は
、
県
道
で
分
断
さ
れ
た
丘
の
東
側
（
左
手
）
に
あ
り
、
高
さ
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

、
１
０

１
Ｖ

右
に
述
べ
た
よ
う
な
事
情
で
、
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
系
譜
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
に
は
墓
碑
を
調
べ
る
以
外
に
方
法
が
遣
さ
れ
て
い
な

三
、
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
笙
域

二
、
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
史
料
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写真1妹背伝次兵衛家の螢域
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⑤
背
誉
智
安
信
女

④
露
山
道
樹
居
士

③
慈
蓮
性
光
信
女

②
妙
巌
妙
性
信
尼
墓

①
明
白
重
翁
居
士
墓

宝
永
三
年
八
月
七
日

妹
背
佐
次
兵
衛
重
續

間
口
は
四
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
は
一
・
七
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。
そ
の
中
に
十
七
墓
の
墓
碑
と
一
つ
小
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
、

第
２
図
）
。
以
前
墓
地
が
整
理
さ
れ
た
が
、
古
い
墓
碑
な
ど
は
処
分
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
残
年
の
古
い
墓
碑
か
ら
記
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
な
お
碑
文
は
碑
柱
の
正
面
、
右
側
面
、
左
側
面
の
順
序
に
記
載
し
、
年
号
の
干
支
は
省
略
す
る
。

な
お
（
？
）
は
そ
の
上
の
一
文
字
が
明
瞭
に
読
め
ず
、
推
定
で
あ
り
、
？
は
そ
の
部
に
何
文
字
か
が
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
全
く
解
読
不

能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

享
保
十
五
年
正
月
九
日

俗
名
妹
背
佐
次
兵
衛
利
重

享
保
十
四
年
九
月
晦
日

：
…
…
・
…
元
尚
俊
（
？
後
か
）
妻

正
徳
六
年
三
月
十
三
日

妹
背
佐
次
兵
衛
重
国
（
？
）
妻
ヲ
ラ
ム
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乙上イ

享
保
十
六
年
正
月
二
十
六
日

妹
背
高
周
妻
シ
ヤ
ウ

⑥
盛
陽
覚
音
信
女

廷
享
三
年
三
月
十
八
日

妹
背
佐
次
兵
衛
保
高
妻
ヲ
サ
ヤ

⑦
玉
寿
院
桂
室
妙
円
大
姉

重
栄
妻
小
博
（
？
）
次

天
保
六
年
八
月
？

⑧
尚
賢
童
子

天
保
七
年
六
月
二
十
五
日

俗
名
妹
背
為
次
良

⑨
普
明
院
俊
哲
重
義
居
士

嘉
永
二
年
九
月
十
七
日

妹
背
佐
次
兵
衛
重
義

⑩
青
蓮
院
慈
光
妙
全
大
姉

嘉
永
四
年
十
月
十
七
日

俗
名
チ
カ
行
年
四
十
三
歳

⑪
誘
法
童
子

安
政
二
年
正
月
十
九
日
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⑰
。
？
・
覚
．
？
・
居
士
墓

妹
背
佐
次
兵
衛
？

⑱
妹
背
家
先
祖
代
々
墓

修
覚
院
慈
光
妙
居
大
姉

妹
背
重
顕
子
亀
太
良

⑫
還
蓉
童
士

文
久
元
年
四
月
二
十
四
日

妹
背
重
顕
治
男
年
二
歳
幾
太
郎

⑬
眞
如
院
？
大
姉

明
治
十
二
年
五
月
六
日

妹
背
佐
次
兵
衛
重
国
（
？
）
女
シ
マ
行
年
十
八
歳

⑭
修
心
院
證
若
得
道
居
士

明
治
二
十
三
年
八
月
十
四
日

妹
背
誠
一

⑮
小
灯
籠
文
字
な
し

⑯
半
分
に
破
損

．
？
・
会
信
女
霊

。
？
・
年
二
月
？

■
ヘ
ノ
‐
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俗
名
妹
背
カ
メ
目
Ｊ

＆

墓
碑
裏
面
に
「
栗
生
」
の
二
文
字

四
、
墓
碑
か
ら
見
た
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
系
譜

前
項
で
示
し
た
墓
碑
の
刻
文
を
通
覧
し
て
も
、
佐
次
兵
衛
家
の

代
々
を
特
定
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
初
代
の
佐
次
兵
衛
が

家
督
を
弟
の
四
郎
五
郎
に
譲
っ
て
別
に
一
家
を
構
え
た
正
確
な
年
代

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
『
那
賀
町
史
料
』
中
に
収
め
ら
れ
た
妹
背
家

（
、
）

の
文
書
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
正
徳
四
年
二
七
一
四
）
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
墓
碑
の
中
で
残
年
が
宝
永
三
年
（
一
七
○
六
）
と
最
も
古
い
①
の
「
明
白
重
翁
居
士
」
（
写
真
２
）
を
初
代
の

佐
次
兵
衛
と
見
倣
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
②
の
「
妙
厳
妙
性
信
尼
」
の
ヲ
ラ
ム
が
彼
の
妻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
明
白
重
翁
居

士
」
は
「
佐
次
兵
衛
重
績
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
墓
碑
の
左
側
面
の
文
字
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
明
白
重
翁
」
の
「
重
」
は
「
重

續
」
の
「
重
」
と
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
②
の
左
側
面
の
「
妹
背
佐
次
兵
衛
重
（
？
）
妻
ヲ
ラ
ム
」
「
重
（
？
）
」
は
「
重
績
」
を
考

慮
す
る
と
「
重
績
」
か
も
知
れ
な
い
が
、
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
年
代
か
ら
推
定
す
れ
ば
④
の
「
震
山
道
樹
居
士
」
は
二
代
佐
次
兵

衛
と
推
定
さ
れ
る
。
法
名
全
体
の
響
き
に
加
え
て
俗
名
に
「
利
重
」
と
「
重
」
の
文
字
が
つ
い
て
い
る
こ
と
、
初
代
が
残
し
て
か
ら
二
十
四

年
経
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
主
な
根
拠
で
あ
る
。
し
か
し
⑬
の
「
シ
マ
」
の
父
は
「
重
国
（
？
）
」
と
読
ん
で
も
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

ブ

つ
0

③
⑤
⑥
の
三
人
の
女
性
の
続
柄
は
全
く
不
詳
で
あ
る
が
、
俗
名
か
ら
「
元
尚
」
、
「
高
周
」
、
「
保
高
」
と
称
し
た
人
物
が
い
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
が
、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。
③
の
「
慈
蓮
性
光
信
女
」
の
夫
の
俗
名
は
「
元
尚
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
右
下
に
「
俊
」
又
は
「
後
」
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諦
氏
の
記
憶
に
あ
る
妹
背
家
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
加
恵
は
三
代
佐
次
兵
衛
の
娘
で
あ
る
と
い
う
。
加
恵
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

（
６
）

に
満
六
七
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
、
生
年
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
で
あ
る
。
呉
は
加
恵
を
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
生
ま
れ
で
、
文
政

三
年
（
一
八
二
○
）
の
残
と
し
て
い
る
が
誤
り
で
あ
る
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
享
保
十

五
年
二
七
三
○
）
に
残
し
た
④
の
佐
次
兵
衛
利
重
の
娘
で
は
あ
り
得
な
い
。
利
重
の
残
年
（
一
七
三
○
）
と
そ
の
子
孫
で
当
主
と
思
わ
れ
る

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
残
し
た
重
義
の
残
年
の
問
は
二
九
年
で
あ
る
。
さ
て
江
戸
中
、
後
期
の
津
軽
藩
士
に
つ
い
て
一
世
代
当
た
り
の

現
在
「
名
手
本
陣
」
の
管
理
人
を
し
て
お
ら
れ
る
妹
背
諦
氏
に
よ
れ
ば
、
右
の
修
一
が
佐
次
兵
衛
家
の
身
代
を
つ
ぶ
し
た
と
い
う
。
そ
し

て
判
然
と
し
な
い
が
、
修
一
の
弟
が
栄
三
郎
で
、
栄
三
郎
は
一
旦
他
家
に
養
子
に
出
さ
れ
た
が
、
再
び
妹
背
家
に
呼
び
戻
さ
れ
た
と
い
う
。

栄
三
郎
の
後
は
元
吉
ｌ
広
次
ｌ
諦
と
続
く
。
諦
氏
は
中
学
生
時
代
に
、
祖
父
の
元
吉
か
ら
誠
一
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
誠
一
と

栄
三
郎
の
関
係
に
つ
い
て
は
記
憶
が
な
い
と
い
う
。
妹
背
の
名
を
残
す
た
め
養
家
か
ら
呼
び
戻
さ
れ
た
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
修
一
と
栄
三
郎

は
親
子
で
は
な
く
、
兄
弟
と
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
諦
氏
の
家
に
も
系
譜
に
関
す
る
史
料
は
一
切
遣
さ
れ
て
い
な
い
。

く
不
明
で
あ
る
。
⑱
（

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
佐
次
兵
衛
家
の
当
主
と
特
定
出
来
る
の
は
、
⑨
の
「
普
明
院
俊
哲
重
義
居
士
」
と
⑭
の
「
修
心
院
證
若
得
道
居
士
」
の
誠
一
で

あ
る
。
「
重
義
」
の
息
が
誠
一
と
目
さ
れ
る
が
、
確
証
が
な
い
。

そ
の
他
の
墓
碑
の
俗
名
に
よ
っ
て
、
佐
次
兵
衛
家
に
は
「
重
栄
」
、
「
重
顕
」
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
続
柄
も
全

く
不
明
で
あ
る
。
⑱
の
妹
背
カ
メ
は
誠
一
の
妻
で
は
な
い
か
と
い
う
。
法
名
の
最
初
の
「
修
」
の
字
が
一
致
し
、
法
名
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ

と
読
め
る
字
が
あ
り
、
左
下
に
「
妻
」
が
あ
る
。
「
元
尚
俊
の
妻
」
は
少
し
お
か
し
い
の
で
、
あ
る
い
は
「
元
尚
の
後
妻
」
の
意
か
も
知
れ
な

い
○

五
、
加
恵
は
何
代
佐
次
兵
衛
の
娘
か
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（
亜
）

年
数
を
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
平
均
し
て
約
三
十
年
弱
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
計
算
を
す
る
と
、
三
代
目
佐
次
兵
衛
は
一
七
六
○
年
頃
残
、
四
代
目
は
一
七
九
○
年
頃
の
残
、
五
代
目
は
一
八
二
○
年
頃
の

残
と
な
り
、
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
に
残
し
た
「
普
明
院
俊
哲
重
義
居
士
」
は
六
代
目
の
佐
次
兵
衛
と
な
る
。
三
代
目
は
一
七
六
○
年
頃
の

残
と
な
る
か
ら
、
一
七
六
二
年
生
ま
れ
の
加
恵
の
父
と
す
れ
ば
少
し
無
理
が
あ
り
、
む
し
ろ
加
恵
は
四
代
目
の
佐
次
兵
衛
の
娘
と
し
た
方
が

可
能
性
が
高
い
。
加
恵
は
文
政
十
二
年
二
八
二
九
）
に
残
し
て
い
る
か
ら
、
兄
と
推
定
さ
れ
る
五
代
目
の
推
定
喪
年
一
八
二
○
年
と
は
矛
盾

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
「
霜
山
道
樹
居
士
」
と
「
普
明
院
俊
哲
重
義
居
士
」
の
間
に
は
三
人
の
佐
次
兵
衛
が
存
し
た
こ
と

に
な
る
。
少
な
く
と
も
加
恵
が
三
代
目
佐
次
兵
衛
の
娘
で
あ
る
と
い
う
従
来
妹
背
家
に
伝
え
ら
れ
た
伝
聞
は
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

妹
背
諦
氏
に
よ
れ
ば
、
加
恵
の
同
胞
は
二
人
で
兄
が
い
た
と
い
う
。
し
か
し
何
の
確
証
も
な
い
・
従
来
の
研
究
者
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

全
く
言
及
し
て
い
な
い
し
、
今
回
の
墓
碑
の
調
査
に
よ
っ
て
も
こ
の
問
題
は
全
く
解
決
出
来
な
い
。

し
な
い
。

従
来
全
く
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
青
洲
の
妻
加
恵
の
生
家
で
あ
る
妹
背
佐
次
兵
衛
家
の
墓
域
を
実
地
に
調
査
し
た
。
那
賀
町
の
俗
に
城
山

と
称
さ
れ
る
丘
に
現
存
す
る
墓
域
に
は
計
十
七
墓
の
墓
碑
と
一
墓
の
小
灯
籠
が
存
す
る
。
初
代
と
二
代
の
墓
は
大
体
特
定
可
能
で
あ
る
が
、

他
は
続
柄
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
加
恵
が
三
代
佐
次
兵
衛
の
娘
と
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
初
代
佐
次
兵
衛
の
独
立
の
年
代
か
ら
も

否
定
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
の
墓
碑
も
風
打
雨
蝕
が
著
し
く
、
あ
と
数
十
年
も
経
て
ば
文
字
の
解
読
も
困
難
に
な
ろ
う
。
青
洲
の
研
究
に
お
い
て
、
加
恵
を
中

心
と
す
る
家
族
と
の
関
わ
り
合
い
も
重
要
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
本
稿
は
些
細
で
は
あ
る
が
、
新
知
見
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
○

結

二 △

所H
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本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
数
度
に
わ
た
る
実
地
調
査
で
御
協
力
戴
い
た
史
跡
旧
名
手
本
陣
管
理
人
の
妹
背
諦
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す

る
。
ま
た
那
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
課
の
伊
藤
真
輝
氏
に
も
種
々
御
高
配
を
戴
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

一
、
私
妹
背
之
惣
領
ニ
テ
御
座
候
哉
。
妹
背
家
惣
領
之
品
書
付
差
上
候
様
一
一
卜
被
仰
付
候
。
惣
領
ハ
左
次
兵
衛
ニ
テ
御
座
候
処
、
新
宅
ヲ
造
り
相
渡
、
私

儀
ハ
本
家
ヲ
相
続
仕
来
申
候
、
且
又
御
宿
数
代
相
務
申
候

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
８
）

（
９
）

（
７
）

（
６
）

今、へ

54D4

年、~″、~／

（
３
）
松
木
明
知
「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
胄
洲
の
乳
癌
手
術
患
者
三
名
の
死
亡
年
月
日
」

七
頁
、
平
成
十
年

（
４
）
松
木
明
知
「
講
御
堂
過
去
帳
に
よ
る
藍
屋
家
の
系
譜
的
研
究
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四

（
５
）
松
木
明
知
「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
胄
洲
の
系
譜
に
関
す
る
新
知
見
二
日
本
英
一
史

参
考
文
献

（
１
）
松
木
明
知

（
２
）
松
木
明
知

九
九
三

覚 呉
秀
三
「
華
岡
胄
洲
先
生
及
其
外
科
」
五
二
頁
、
吐
鳳
堂
、
東
京
、
大
正
十
二
年

森
慶
三
市
原
硬
、
竹
林
弘
「
医
聖
華
岡
青
洲
』
十
七
頁
、
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
和
歌
山
市
、
昭
和
三
九
年

南
圭
三
「
華
岡
青
洲
」
六
八
～
六
九
頁
、
那
賀
町
華
岡
青
洲
を
た
た
え
る
会
、
那
賀
町
、
昭
和
四
七
年

上
山
英
明
『
華
岡
青
洲
先
生
ｌ
そ
の
業
績
と
ひ
と
と
な
り
ｌ
」
一
二
頁
、
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
那
賀
町
平
成
二
年

南
圭
三
『
那
賀
町
史
料
」
二
九
○
頁
、
那
賀
町
教
育
委
員
会
、
那
賀
町
、
昭
和
四
五
年

前
掲
（
皿
）
の
二
七
五
～
二
七
六
頁
妹
背
家
文
書
「
諸
事
御
用
務
方
井
重
而
為
見
合
留
帳
」
の
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

「
講
御
堂
過
去
帳
に
よ
る
藍
屋
家
の
系
譜
的
研
究
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
三
巻
四
号
、
四
一
五
～
四
二
二
頁
、
平
成
九
年

「
地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の
系
譜
に
関
す
る
新
知
見
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
五
巻
一
号
、
四
五
～
七
五
頁
、
平
成
十
一

「
大
麻
と
ケ
シ
の
文
化
史
ｌ
麻
沸
散
の
謎
ｌ
」
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
三
四
号
、
三
八
～
四
○
頁
、
一
九
九
六

「
近
代
麻
酔
科
学
を
創
っ
た
華
岡
青
洲
ｌ
痛
み
と
の
闘
い
の
歩
み
ｌ
」
「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
二
五
六
号
、
一
二
○
～
一
二
三
頁
、
一

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
四
号
、
四
九
九
～
五
○
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TheGenealogyandGraveyardofSajibeilmose'sFamily
inRelationtoSeishuHanaoka'sWifeKa-e

AkitomoMATSUK1,M.D.

NostudyhasbeendoneonthegenealogyofthefamilyofSeishuHanaoka'swifeKa-e.She

wasfromtheSajibeibranchofthelmosesofNatelchiba,Nakatown.Nodirectdescendents

fromthebranchcouldbetrackeddownandtheburialrecordsofthefamilyhadbeenlostina

fireattheirfamilytempleAn-yo-ji.Thereforelmadea6eldsurveyofthefamily'sgraveyardat

Nate-Ichiba,1ocatedatahillcalledShiroyama,onlysevenhundredmetersouthofthebirthplace
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